
⼿⾜⼝病 
乳幼児の間で流⾏するウイルス性の夏かぜの⼀種で、⾶沫感染しま
す。⼿⾜や⼝の中に⽔ほうや⾚い湿疹が出るのが特徴で、ひざやお
尻に出ることもあります。症状は３〜５⽇で治まりますが、その後
も２〜４週間は便からウイルスが出るので、周囲の⼈に感染しない
ように注意しましょう。ウイルス性のかぜのため抗⽣物質は無効
で、⾃宅療養での⾃然治癒を待ちますが、発熱や嘔吐がある場合は
症状を緩和する薬を医師に処⽅してもらいましょう。 

⼝の中に⽔ほうが出ている間、お⼦さまに⾷欲がなけれ
ば、⽔分補給さえしっかり⾏えば⼤丈夫です。⾷欲があ
るようなら、冷たいスープなどを与えてみましょう。 
 

汗の出る穴が詰まり、皮膚の内側に汗が溜まって

炎症が起こる症状で、細かく赤い発疹が出ます。

綿などの吸湿性・通気性のある衣服を選んで、汗

をかいたらこまめに拭き、衣服を着替えさせるの

が一番の予防法です。シャワーや沐浴など、スキ

ンケアで治まることもありますが、かゆみがある

時は、冷たいタオルで冷やすなどして、なるべく

かかないようにしましょう。ステロイド系の外用

薬がひどくなったあせもには有効です。 

あ せ も 熱中症に気をつけて 
 

熱中症にならないためにも、戸外では帽子をか

ぶり日陰で遊ぶようにしましょう。症状が疑わ

れたら、日陰や涼しい部屋に移動し、衣類を緩

めて水分補給をします。また、水をかけたりう

ちわであおいだりして体を冷やします。 

氷嚢
ひょうのう

があれば、わきの下・足の付根など、大き

な血管が通っているところを冷やしましょう。 

 

＊意識がなく水分補給が出来ない場合は、救急

車を呼ぶ必要があります。 
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ひよこの家保育園 

 
暑い季節がやってきました。梅雨明け直後は暑い日が続くので、熱中症に注意しなくては 

なりません。水分補給や体調管理に気を付けながら、涼しい時間帯は外遊びをして、暑さ 

に負けない体づくりを心がけけましょう。 

 


